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日常生活史J氏 の場合
「1900年 か ら1933年 まで のブラウンシュヴ ァイクにお ける

労働者の 日常生活」(そ の十)

宝 福 則 子

は じめ に

本稿 は,『 人文研 究』第91・97・98・99・101・103・105・107・108輯 に続

く,「1900年 か ら1933年 までの ブラウ ンシュヴ ァイク にお ける労働 者 の 日常

生活」 のイ ンタ ビュー資料分析 シ リーズのひ とつであ る。 この資料 の 由来 や

分析方法等 につ いて は,第91輯 を参 照 され たい。

今 回利 用 した,当 該 資料 は,1980年3月25日10時 よ り14時 まで,J氏 の

ブラ ウ ンシュヴ ァイク の 自宅 で イ ンタ ビュー した 内容 を,A4タ イ プ用紙

102ペ ー ジに書 き起 こした ものであ る。 イ ンタ ビュー の途 中 でJ夫 人 が帰宅

し,イ ンタ ビューに加 わ ったので,J夫 人 の発言 内容 も掲載 した。

こ こで,参 考 のた め,ま ず,J氏 の 略歴 と両親 につ いて簡単 に記 してお く。

1914年3月30日

1928年 よ り

1932年4月 ～8月

1924年 よ り

1928年 ～1933年

1939年12月9日

ブラウンシュヴァイクで誕生

ビュツシング社で旋盤工

失業

職人協会(体 操協会)会 員

ドイツ金属労働者同盟組合員

工場労働者 と結婚

父:1877年 に フ ォア ヴォー レで誕生,1917年 に 西部戦線 で戦 死

職業 は,1891年 ～1911年 まで農 業労働者,1911年 ～1914年 まで金属労

働者
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継 父1865年 にヘル ム シュテ ッ トのハル プケで誕 生,1951年 に ブ ラウ ンシュ

ヴ ァイ クで死亡,職 業 は庭師f1910年 ～1930年 ま で ビュッシング社 の

旋盤工,ヒ ル シュ ・ドゥンカー シェン職人協 会会員

母:1884年 に フォアヴ ォー レで誕 生,1953年 に ブ ラウンシュヴ ァイ クで死亡

職 業 は,1898年 ～1911年 ま で ホル ツ ミ ンデ ンで 家 事 手伝 い,1918年

～1927年 まで洗濯婦 ,1927年 よ り掃除婦,未 組織,出 産 は5回

1.両 親 につ い て

私の実父は,1877年4月24日 か25日 にホルツ ミンデンHolzminden近 郊

の フォア ヴォー レVorwohleで 生 まれ て,ブ ラ ウ ンシュヴァイ クBraun-

schweigに は1911年 にやって来 ました。父は新教 に属していて,教 会か ら脱

退はしていません。父の職業 は,農 業労働者 と言 えましょう。なぜか という

と,祖 父母は居酒屋 と農家 を経営していて,4人 の息子がいたのですが,父

は,そ の どちらかを相続することになっていたのです。しか し,相 続する前

に戦死 してしまいました。それで私たちは,そ の分 を後 にお金でもらいまし

た。私が21歳 の時でした。しか し,イ ンフレの時期で,そ のお金で何か商売

を始めるなんてことはで きませんで した。そのお金で買える物なんて,バ タ

付きパ ンくらいのもので した。

父はフォアヴォーレで普通 に学校へ行 きました。彼が学校 を出たのは14歳

の時です。私が生 まれた時は,父 は農業労働者でした。1911年 にブラウンシュ

ヴァイクに越 して くるまでは農業労働者だったのです。父はフォアヴォー レ

では,祖 父母の経営する農家で農業労働者 として働いていましたが,よ そで

働いたことはありません。最初は農業労働者でしたが,こ のブラウンシュヴァ

イクへ出てきて,MIAG社 へ行って,働 きました。父がMIAG社 でどんな仕事

をしていたのかは知 りませんが,MIAG社 の労働者だったことは確かです。つ

まり,工 場労働者でした。ブラウンシュヴァイクではMIAG社 でしか働いて
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い ません。当時 は,ア ンメ ・ギーゼ ッケ&コ ー ネゲ ン 、4mme,Giesecke(留

κo解gθ η と呼 ぼれ ていた会社です。そ こで1911年 か ら1914年 ま で働 いて い

た のです。その後 は兵 隊で した。父 の兵 隊 としての位 につ いて は知 りませ ん。

父 は,1914年 の 総動員 がかか った 日か ら2,、3日 目に徴兵 されて2年 間,軍

隊 にいたのです。彼 は,シ ュ トラース ブル クで兵役 に就 いて いま した。大砲

の横 に座 っていた のです よ。父 は徴兵 されて,そ れが彼 の死 につ ながった と

い う ことです。父 たち は陣地へ行 く途 中に,弾 に当たって しまったのです。

当時 は,移 動 はすべ て馬 に頼 っていた のですが,移 動 の途 中で,馬 の尻 に当

た った榴弾 の破片 を受 けて,そ れが も とで亡 くな った のです。 、

父が失業 していた時期 はあ りませんで した。

私の実父は,私 の母 とはじめての結婚をしました。私生児はいませんでし

た。彼 は私生児 として生 まれたわけで もありません。

両親が結婚 したのは,1907年 です。月日はわかりませんが,フ ォアヴォーレ

の教会で結婚 した ということです。

母 は,1884年2月29日 に生 まれたので,4年 に一度しか誕生日を迎えられ

ませんでした。結核 を患って,1953年6月29日 にブラウンシュヴァイクで亡

くな りました。母 も,ヴ ェーザー河畔VVeserホ ルツミンデン近郊のフォア

ヴォーレで誕生 しました。学校は,国 民学校へ行 きました。そして,私 の父

と一緒 に1911年 にブラウンシュヴァイクへ出てきたのです。母 は新教に属 し

ていました。教会か ら脱退 はしていません。

母 は職業教育 を受けておらず,ホ ルツ ミンデンで個人の家の家事手伝いを

していました。ブラウンシュヴァイクでは洗濯婦や事務所の掃除婦などをし

ていました。ホルツ ミンデンでは,建設監督官のフェッダー家Vedderで 家事

手伝いとして働いていたのですが,ま だ結婚前で した。母 は,1898年 に14歳

でホルツミンデンの この勤め先に働 きに出て,こ こが彼女の唯一の勤め先で,

ブラウンシュヴァイクへ父 と出て来るまでは,1911年 までずっと働いていま
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した。

ブラウンシュヴァイクへ来てか らは,子 供 を産んだので,働 いていません。

彼女 は5人 の子供 を産みました。だか ら,主 婦 として家にいただけなのです。

父は1917年,私 が3歳 の時,正 確 には3歳 半の時に戦死 しました。私のす ぐ

上の兄 は私より4つ 年上で,も う学校に行 っていましたが,私 はまだ家にい

ました。それから1年 後だった と思いますが,私 が4歳 半の時,1918年 か ら

母は洗濯婦 として働 き始めました。1920年 か ら27年 までは,パ ン屋やレッ

ベ ッケ銀行Lb'bbeckeの ような少 し金持 ちの家で洗濯婦 として働 いたので

す。1927年 か ら1950年 までの23年 間は,弁 護士事務所で事務所の掃除婦を

していたのです。その弁護士は,メ トゲMde'dgeと い う名前でした。この掃除

婦 というのは,当 時の言い方で,今 でいう家事手伝いです。母が失業してい

た ことはあ りません。

母は,父 との結婚前には誰 とも結婚 していた ことはあ りませんが,結 婚前

に一番上の兄を産んでいます。 しかし,そ の後に父 と結婚 したのです。つ ま

り,子供ができたから両親は結婚 したのです。私の長兄 は,1906年 の11月24

日に生 まれました。 もちろん,私 の父が父親です。当時,父 は兵隊でした。

昔は私生児の親は援助 を受けることができなかったので,兵 期が終わってか

ら結婚 したのです。母 は,死 産 は経験 していません。母 は私生児 として生 ま

れて もいません。政党な どにも入 っていませんで した。彼女の最初の結婚生

活 は父の戦死 によって終わ りました。

父の死後,母 は働かな くてはな りませんでした。 もちろん,昔 は何の援助

があったというのでしょう。5人 もの子供がいた というのに,わ ずかな寡婦

年金 と孤児年金じゃあ暮 らしていけませんでした。そんな事情から母は1919

年10月 に再婚 したのです。

私 の継父 は,1865年3月24日 に誕生 しま した。彼 は母 よ り19歳 も年上で

した。 ヘルム シュテ ッ トHelmstedtの 近 くのハ ル プケHarbkeで 生 まれて い

ます。発電 所の あるハ ル プケです。 この継 父が,い つブラ ウンシュヴ ァイ ク
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に出てきたのかはわか りませんが,多 分,徴 兵された時だ と思います。彼は

槍騎兵隊か軽騎兵隊の どちらかにいたのですが,1914年 の戦争の時 はもう除

隊 していました。

継父 も宗教は新教でした し,,教会か ら脱退 もしていません。彼の父親は庭

師だったのですが,自 分の相続分をもらい損ないました。継父自身 も庭師だっ

たのですが,軍 隊を除隊 してブラウンシュヴァイクに来た ときに,職 業を変

えて,ビ ュッシング社Btissingで 旋盤工 として働いたのです。しかし,正 式

の職業教育 を受けていたわけではありません。だか ら,た だの習熟工 として

働 きました。彼は,ハ ルプケで庭師の職業教育 を受けて,働 いていたのです

が,い つ頃のことなのか,そ の時期 も,ま たどんな親方の元で修行 したのか

も知 りません。学校は国民学校でした。 ビュッシング社で働 き始めたのは,

1912年 だった と思いますが,1930年 に65歳 で仕事をやめるまで,ほ ぼ20年

間,ビ ュッシング社で働いていたわけです。つまり,会 社 を替わることもな

く,ず っと20年 間,ビ ュッシング社で働いて,3月 に65歳 になるやいなや

家 に帰されたとい うわけです。彼 は失業 していたことはあ りません。

継父は私の母 と再婚する前に,一 度ですが,結 婚していました。一度だけ

です。妻が亡 くなったために最初の結婚生活が終わったのです。私の母 とは

1919年 に結婚 したのですが,彼 の最初 の妻が亡 くなって1年 か1年 半後だっ

たそうです。継父に私生児はいません。継父 自身も私生児ではありませんで

した。 ・

彼 は,最 初の結婚では,5人 の子供 をもうけています。男の子を2人 と女

の子を3人 です。彼 らがいつ生 まれたのかは,全 然わかりません。一人 は戦

死 しましたし,も う一人の男の子は,こ このMIAG社 で組立工をしていて,

たしか82歳 で亡 くな りました。そんな年になるまで生 きていたのですよ。彼

らと一緒に暮 らした ことはありません。彼 らはもうみんな家を出ていました。

私の母 と継父がいつ結婚 したのか,は っきりとは覚えていませんが,1919

年の10月 だったということです。場所はブラウンシュヴァイクでした。彼 ら

は教会では結婚式をしていませんし,結 婚前 に婚約 もしていません。
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彼 らが どの よ うに して知 り合 ったのか はわか りませ んが,ブ ラウ ンシュヴ ァ

イ クで知 り合 ったのです。父 が亡 くなる前 に知 り合 っていた とい うこ とはあ

りませ ん。私が ひ とっだ け知 ってい る ことは,彼 らが知 り合 ったの は戦争後

だ とい うこ とで す。 私が5歳 の時 には,彼 らは もう一緒 になってい ました。

だか ら彼 らが知 り合 ってか ら結婚 す る まで,そ んなに長 くはあ りませんで し

た。

継父 は,労 働 組合 に加 入 してい ました。 ブラ ウンシュヴ ァイ クの,昔 は,

ヒル シュ ・ドゥンカー シェ と言 って いた労働協 会で す。 いつ ヒル シ ュ ・ドゥ

ンカー シ ェに入 ったのか は知 りませ ん。ず っ と脱 退 は してい ませ ん。 この組

合 は,組 合員 が亡 くな る と,お 金 を集 めて,そ の遺 族が受 け取 る仕組 み になっ

てい ま したが,い つ何処で どの よ うに して彼が加入 したのか はわか りませ ん。

その他 には,彼 は政党 やス ポーツ協 会や合唱教会,演 劇協 会等 には一切,入 っ

て はい ませ んで した。正 し くは ヒル シュ ・ドゥンカー シェ労働 協会Hirsch-

DzathkerscheGewerkvereinと い う名称 で したが,こ れ にだ け加入 してい まし

た。この継 父 は,1951年 の3月 にブ ラウンシ ュヴ ァイクで亡 くな りました。

老衰 で,86歳 で 亡 くな った のです。

小 さい頃は,母 親がなんで も子供の面倒を見 るものですから,私 は継父 と

よりも,も ちろん母 との方が良い関係でした。継父は私に対 して不当なこと

はしませんでした。私は彼 に一度 として殴 られた りした ことはありません。

兄姉中で,継 父 とは私が一番仲が良かったのですよ。私が少 し大き くなって

からのことですが,彼 の様子がおかしくなって,誰 も彼 と話すことができな

くなることがあ りました。そういう時には,私 だけが,か ろうじて彼に話 し

かけることができました。兄 には話しかけることさえも許 さなかったのです。

話 しかけた りしようものな ら,猫 のように兄 に飛びかかっていったことで

しょう。家に帰 って くると,す ぐに気が付いたものです。私の母が台所で食

事の支度をしていて,彼 は窓のそばの籐いすに座っています。そこで私が「一

体,ま た何が起 こっているの?」 と言うと,母 が 「彼が また今 日,兵 隊時代
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の悪夢を見ているのよ」 と言うのです。こういう事が起 こるのは,毎 回,私

たちが何か新 しく物を買わなけれぼならない時で,た とえぼ一足の靴などで

すが,彼 はバ リケー ドの中にこもってしまうのでした。お金がなかったから

なのですが,そ れにしても,そ んなことをしなくともよいものをと思ったも

のです。

J夫 人:継 父 は,ほ んとうに 「自分中心の人間」でした。例えば,私 が この

家に来た とき,夫 が言ったものです。「彼の最初 の妻が悪かったのだ」 とね。

もう,そ の前に私の夫は,私 に 「まあ,親 父が 自分 にいつも一番小さな肉が

あてがわれた と言っても気 にするなよ」 と言ったものですよ。つまり,姑 が

肉を取 り分けると,義 父はまず自分が稼 ぎ手であることを主張するのです。

だから,最 初の結婚生活では,ま ず彼がお腹いっぱい食べた後になって初め

て,妻 が子供たちと食べたのです。っまり,そ ういう風 にして,最 初の妻は,

彼を甘やかしたのです。彼には3人 の子供がいたのですが,そ の子供たちが,

みんな結核で亡 くな り,彼の妻 も結核で亡 くなったのです。それでも彼はちっ

とも動 じませんでした。私の知人が後に語 って くれたので,知 ったのですが,

彼女はいつ もこう言っていました。「子供の一人が ソファーに座っているとき

に,父 親が家に帰って くると,ど の子 も,戦 々恐々としてあっという間にソ

ファーから立ち退 くのよ。」ソファーが彼の席なの。その女性は,日 曜日に,

よく私たちの家に来てソファーに座ったのですが,あ る時,舅 が 「ソファー

に座 りたい」 と言 うと,「 あなた も座れるけれど,今 は私が座っているのよ」

と彼女 は言って,舅 に席をゆずることも,家 に帰 ろうともしませんで した。

で も,後 には,彼 は変わ らざるをえなかったのです。つ まり,ま た もや姑に

も5人 の子供がいて,彼 はそれに慣れなけれぼならなかったからです。 とい

うのも,姑 が 「いいこと,私 とは,前 の奥さんのようなわけにはいかないの

よ。 とんで もないわ」と言ったのです。私の夫がいつ も話 して くれ ましたが,

二人は結婚 し,舅 は姑に15マ ルクをテーブルの上に置いて渡 し,それから「こ

れで足 りなけれぼ,自 分で稼 げよ」と言ったのです。それで姑は,「いいかげ

んにしてよ。そんな風 にするは思わなかったわ。あなただって私がそんなご
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とを承知 しないとわかっているでしょうに」 と言ったのです。それまでに,

すでに2人 の子供 は親戚のもとにいたから,家 にいる子供 は3人 だけで,ヒ

ルデHildeも 仕事 に就いたので,実 際には家に子供は2人 しかいなかったの

です。そこで,姑 は 「いいこと,あ なたは私 と結婚 したのよ。だからお金を

要求するわ」 と言った ものです。そこで彼女は,皮 付 きジャガイモの塩煮 を

出 したのです。それに対 して,舅 が 「なんだ,ま た肉なしか?」 と言 うと,

「そうよ,15マ ルクだけじゃあ,こ んなものよ。私だって何か食べな くちゃあ

ならないのだか ら」 と,舅 がお金を出すのに慣れるまで言い続けたのです。

それはもう,簡 単なことではあ りませんでした。夫 をそれほどまでに甘やか

す ものではありませんよ。私 と夫の場合は,こ の点に関しては舅 と問題な く

いきました。とい うのも,舅 は1930年 にはもう年金生活者になって,56マ ル

クの年金 を受け,そ の中か らわずかですが,ボ ヘ ミヤ緊急政令によって引か

れていただけで したか ら。私の夫は半年間だけ失業 していましたが,舅 がお

金を稼ぎ,夫 が石炭やジャガイモなどの不足している物 を手に入れてきまし

た。 こうして,私 の夫は,他 の兄姉よりも舅 とうまくやることができたので

す。そういう状況の時に,他 の兄姉たちがいつ も来ては,飲 み食いしていき

ました。彼 らと私の夫 とは,そ れはもちろん運いますよ。私の夫 と継父は,

お互いに好感をもっていたので,私 たち家族,つ まり私の息子や私にも良 く

してくれました。なぜか というと,舅 は,他 の子供たちや,そ の連れ合いや

子供たちには,何 かをしてあげるということがなかったのにですが,私 たち

の息子には,た んすの引 き出しか らリンゴをひ とつ持 ってきて,与 えた りし

たのです。まだ虫除けのにおいがするにして も,彼 は私の息子に与 えるりん

ごは持っていたのです。

2.兄 姉 たちにつ いて

あるエピソー ドをお話 ししましょう。私たちの家の前にパ ン屋がありまし

たが,昔 は,家 でケーキを焼いた ものです,母 はすぼらしくおいしい砂糖 ま
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ぶしケーキを焼 いたものです。私たちは,こ のケーキが大好 きで した。ある

時,母 が2個 のケーキを焼 きました。私より4歳 上の兄は大食 らいで,あ っ

という問に食べ物を飲み込んでしまった ものです。昔はよく,私 が まだ食べ

てもいない物 を,彼 が食べてしまって,皿 を空にしてしまった ものです。彼

は何でもあっという間 に飲み込 んで しまうのです。彼が夜中の1時 に家 に

帰 ってきます。ケーキがあります。すると,彼 はケーキの半分を食べきって

しまうのです。母は,朝 になって,父 が起 きて くる前に叫び声を出すのを押

さえることができません。そこで母 は,残 っているケーキをみんな,大 急ぎ

で切 って,皿 の上に並べるのです。彼は本当に考えられないほど,何 でも飲

み込んで しまう大食 らいでした。

私 には,2人 の兄 と2人 の姉がいました。長兄はエーリッヒErichと いう

名前です。私たちは,次 兄 をハイニー肋 煽 と呼んでい ましたが,本 当の名前

はハインリッヒ施 勿γ嬬 です。私たちは,彼 を普段はハイニー と呼んでいま

した。長兄は1906年11月24日 にフォアヴォーレで誕生しました。ハイニー

は,1910年8月24日 にブラウンシュヴァイクで誕生 しています。長姉は1908

年の9月19日 にフォアヴォーレで,次 姉が1912年8月22日 にブラウンシュ

ヴァイクで誕生しました。だか ら,私 は末っ子です。長姉 はヒルデ,次 姉は

リスベー トLisbethと いう名前です。

父親違いの弟妹はいません。継父の子供たちがいるだけです。だから,母

の2回 目の結婚で生 まれた弟妹 はいません。兄たちはまだみな生 きています。

私のす ぐ上の,1912年 に生 まれた次姉の リスベー トが,3カ 月ほど前に,正

確 には,1979年 に亡 くなりました。 ヒルデはまだ生 きています。

J夫 人:ハ インリッヒは1924年 に指物師の仕事 を始めました。姉たちの職業

は,家 事使用人です。 ヒルデは2年 間,家 事使用人 として勤めた後 に,鉄 柵

製造工場のグ リム社Grimmで 仕事を始めて,結 婚するまで働 きました。どち

らの仕事先 もブラウンシュヴァイクで した。

ヒルデが結婚 したのは,1930年 でした。リスベー トは,最 初はブラウンシュ

ヴァイクで家事使用人 として仕事 につきましたが,何 年 くらい働いていたの
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かは,わ か りません。その後 に,ハ ノーファーに移って,結 婚するまで家事

使用人 として仕事 をしていました。彼女は,学 校 を出て,1926年 に仕事を始

めたのだ と思います。

J氏:エ ー リッヒとハインリッヒの妻たちは,主 婦ですが,エ ー リッヒの妻

も結婚前は家事使用人で した。ハインリッヒの妻は,結 婚前に,偶 然,二 人

学緒に街で出会い,紹 介された時には,両 親の家に住んでいました。

ヒルデの夫は指物師で した。リスベー トの夫のオスカーOskarは トラック

運転手で した。あの有名 なハ ノーファーの老舗のべ一テ輸送会社SPedition

Beeteで トラックの運転手 をしていました。何度か彼の車 に乗って,ハ ノー

ファーまで行ったことがあります。

べ一テ輸送会社 は,ハ ノーファー,ハ ンブルクの自由港,下 のライン地方

に至るまで営業所がありました。ある時は,ラ イン地方の皮加工工場 まで一

緒に乗せていってもらった り,彼 が行 くところどこにで も乗せていって くれ

ました。その当時,私 たちの息子が もう生まれていました。それで私たちは,

みんなで一緒に乗っていったのですよ。昔は,寝 るためのキャビン付 きの ト

ラックがありました。そういう機会に,息 子にハ ンブルクを見せました。朝

早 くに到着するために,い つも夜に出発 しました。そうして自由港に乗 り入

れた ものです。コーヒー豆ですよ。荷 を積み込んで,彼 はまた車 を走 らせ ま

す。積み込む と,彼 は,も うゆっくりと戻 ってくれぼよいだけで,早 く到着

しようと焦ることもないのです。ハノーファーにいようが,ハ ノーファーを

通 り過 ぎようが,心 配する必要がないのです。彼 は書類を受 け取 り,ガ ソリ

ンを入れ,荷 は積 まれているし,そ うすると24時 間何 もしな くともよかった

のです。昔の運転手 というものは,正 直 に言いますが,彼 らは悪い手をふた

つ もっていたのです。例 を挙げると,昔 は,コ ーヒー豆 は焙煎されてお らず,

100kgの 袋 に入っていた ものですが,オ スカーは,'自由港で,そ れをわざと

荷台から落 とします。そうすると,袋 は破れ ます。彼 らは自分用の袋を持 っ

ているのです。私の姉はコーヒー豆を買った ことがありません。彼は,知 り

合いの家の並ぶ道路 を通 るとき,夜 の1時 に知 り合いの家の窓をノックしま
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す。そうして,卵 やその他の彼がほしい物をもらうのです。彼 は,時 には皮

製品などでも,そ ういうことをしていました。シュ トゥッツガル トからの靴

をみんなに一足ずつ配った りもしました。

今 どきの運転手はそんなことはできません。昔はそういう風 に走って,何

時間走ったか申告 したのです。だから,ま ず右の横道にそれて走っていた も

のですが,そ うで もなけれぼ,戻 るのが早すぎましたか らね。ある者は,あ

ちらの方向へ走 っていき,ま たある者 は時間を引き延ぼしたのです。

私の兄姉で離婚 した者 はいません。私の兄姉には私生児 もお りません。私

が一番仲良 くしていたのは,昔 は長兄でした。 しかし,そ の後,こ の長兄の

エーリッヒが家に来て,い つも,私 のもう一人の兄 をさして,「あそこを見 ろ

よ。お前の友だちがまた来たぞ」と言うのです。そこで私 は,「おい,あ れは

僕の兄 さんであると同様にお前の弟だよ」 と言ったものです。今では,長 兄

とは,も うまった く仲良 くはできません。なぜかというと,彼 は図々 しい奴

だったからなのです。私たちは当時,両 親の家で同じ部屋を一緒 に使ってい

ました。私の物か,彼 の物かがはっきりとはしていない物があると,彼 がそ

れを身に着けました。気分の良い ことではありません。しか し,そ の後,私

は彼 よりも力が強 く,背 も大 きくなりました。そうすると,私 の手が届 く範

囲 も広 くなったので,彼 の体のあちこちを攻撃 して,私 の一撃 はいつ もうま

く当た りました。私がすてきな室内履 きを買うと,彼 がそれをすぐに履いて

いるので,「友だちよ,僕 は自分用 にすてきな室内履 きを買ったのだけれ ど,

お前がそれを履いている。僕 はもう一度,同 じのを一足買 うよ。 もし,ま た

それを履いた りしたら,お 前の頭 をひどく殴ってや るから」 と言ってやった

ものです。しかも,私 の母は,余 分な仕事 をしなけれぼなりませんでした。

というのも,彼 女は,私 たちのソックスのすべてに,私 たちそれぞれの名前

を縫いっけなければな らなかったか らです。そうでもしなけれぼ,こ の兄に

とっては,自 分のも次兄の も,ど れでも同 じように履いてしまったからです。

しか し,私 たちは,昔 は,離 れられないほど強い絆で結ぼれていたのですが
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ねえ。

もちろん,今 話 しているのは,エ ーリッヒとのことです。それが,私 の母

の死によって,関 係が変わったのです。私 は事故に遭 ってしまい,母 の死に

目に会えませんでした。母は,亡 くなる前 に,私 ともう一度,話 をしたがっ

ていたのですが,当 時,私 はアキレス腱 を切って,病 院に入院していました。

私はその数年間ずっと母の面倒 を見てきたのに,会 えなかったのです。病院

へ私の姉が来ました。「もう来たの?」 と私 は言いました。ちょうど回診の時

間だったので,彼 女 は病室の外 に出なければなりませんでした。それで,私

は医者に 「ドクター,こ うこう,こ ういう次第です」 と言うと,医 者は 「わ

か りました。看護婦 さん,Jさ んに松葉杖 を用意 して下 さい。警告しておき

ますが,足 で地面を蹴 った りしないようにして ください。そんなことをした

ら,あ なたの脚は良 くな りません。」と言いました。病院にはすべての設備が

揃っていて,私 は6週 間 というもの,脚 を上か ら吊された形で固定されて,

寝ていたのです。私 はどうやって電車に乗ったのか覚 えていないのですが,

誰かに中へ引き上げられて,ま た引き出されたのです。そうこうして,こ の

家にやってきました。私の息子がやってきて,「お父ちゃん,お 母ちゃんは美

容院に行ったよ」と言 うのです。 ということは,葬 式だ ということで,「私 も

いろいろ用事をしなけれぼならないのだよ」と言いました。私の兄姉たちは,

全てを私の妻に押 しっけるつもりだったのです。彼女が署名 した り,そ の他

の事 もすべてをするべきだ とね。

私の義兄 は1930年 代 に5年 間,失 業 していました。それに私の次兄のハイ

ンリッヒも同じくらい長い期間,失 業 していました。

3.祖 父母 と叔父 たちにつ いて

祖父母が何歳まで生きていたのかは知 りません。母方の祖父 は,多 分,84

歳まで生 きていました。牛に踏 まれて亡 くなった祖母 は,若 くして亡 くな り

ました。30年代に40前 で亡 くなってしまったのです。父方の祖父母のことは
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知 りません。

どちらの祖父母 もブラウンシュヴァイクで暮 らしたことはありません。父

方の叔父たちはブラウンシュヴァイクで暮 らしました。父の父親 はフォア

ヴォーレに住んでいました。私の両親の親たちは,み な,フ ォアヴォーレに

住んでいましたが,父 方の祖父のみ,ク ライエンゼンKreiensenで 生 まれた

のです。彼 は,ク ライエンゼンの鉄道で働いていて,昔 はよくそういうこと

をやっていたのですが,そ のかたわ らで農業 と居酒屋 をやっていたのです。

鉄道 といって も,公 務員ではな くて,た だの鉄道労働者でした。祖母 はただ

の主婦でした。母方の祖父は道路工夫で した。道路に座 りこんで,石 を打ち

込んでい くのです。彼は2mの 長さの竿を持っていて,そ れで もって石を打

ち込 みおえた道路の長 さを計るのです。

母方の祖父母の家の前には,コ ンクリー トのプラットフォームがあ りまし

た。そこが村の出入 り口なのですが,こ こから村へ下っていく線路がのびて

いたのです。いつ も私がそこへ行 くと,私 は,よ その家の子供たちと一緒に

村の学校へ行 きました。ここは楽 しかったです。祖父の最初の妻は,3人 の

子供 を産みました。そして祖父の2番 目の妻 は,さ らに2人 産んで,3人 目

の妻も2人 産みました。

父方の祖父は,す でに話 したように,こ こで居酒屋 と農業を営んでい まし

た。しかし,こ の祖父母 は私が生まれる前に亡 くなったので,私 は彼 ら二人

のことを知 りません。

父方の祖父は,カ ルフェルデCalvb'ldeの 線路沿いのシュタントハウス・クラ

イエンゼンStandhawsKreiensenに いたのですが,そ の後 これを買い受けた

のです。昔 は,村 ではいつ もテントの中でお祭 りや祝い事 をしていたのです

が,私 の祖父が初めて村にホールを建てました。

そして,祖 父母が亡 くなって,こ れを長男が相続 しましたが,彼 は結婚せ

ず,独 身でした。彼 は,「いや,俺 は自分の隠居生活分の金 をもらうよ」と主

張し,そ れで次男が居酒屋を受け継 ぎました。祖父の後妻は,争 う気はな く,
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居酒屋を与えてしまいました。

父のもうひとりの兄には子供がいませんで した。そこで,全 てを売 り払っ

て,ブ ラウンシュヴァイクにやって来たのです。そして,こ こブラウンシュ

ヴァイ クの グ ロ トリア ン&シ ュタ イ ン ヴェーク ・ピア ノGrotrian&

SteinwegKlavierで 働いていました。

私の父はもう亡 くなっていたので,相 続分が保管されることになりました。

それで,私 は自分が21歳 になるまで,つ まり1935年 まで,(相 続 を)待たね

ぼな りませんでした。ある時,私 は裁判所か ら呼び出しを受けましたQい つ

も私 にお金を渡す と約束 していた この叔父が,一 この叔父は私の父より年

上ではあるけど,長 兄でも次兄で もな く,上 か ら3番 目の叔父なのですが,

一 とつぜん亡 くなったのです。他の叔父たちは,そ んな約束のことは知 りま

せんでした。最年長の叔父は,彼 の隠居生活分をもらって,安 泰でした し,

いろいろ込み入 った事情があ りました。亡 くなった叔父には,愛 人がいて,

その人 とは結婚 していなかったのですが,後 にブラウンシュヴァイクで一緒

に暮 らしていました。そこで亡 くなったのです。彼に子供 はい ませんでした。

彼は遺書を書 き残 したのですが,亡 くなった時点で,ど のくらいの資産 を残

していた と思いますか。30,000マ ルクも残 していたのですよ。彼は祖父の残

したお金を大 きな土地の取得に投資 して,そ の土地に兵舎が建 てられました。

彼は至る所に不動産を所有 していて,子 供 もいなかったわけです。そこで,

私の妻の名前はとか,彼 女の結婚前の名前はこうだった とか等々 も含めて,

とにか く書類 を揃えるのが大変でした。そして,私 たちが裁判所か ら出て く

ると,2番 目の叔父が 「お前に言ってお くことがある」 と私に言いました。

私が相続のことをうるさ く言ったからなので しょう。そこで私も 「あんたは

自分が卑劣だった ということを知っているのかい?あ んたは,売 った土地

が父の相続分だ ということをよ一 く,知 っているはずだ。相続 は私の権利だ

から,要 求して当然の ことなのさ。」と言 うと,そ れに対 してす ぐに叔父が「何

を,お 前 も私が馬鹿だと思っているのか」などということを私 に言ったもの

です。
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4.両 親の家の住居

私 は,ブ ラウンシュヴァイクで生まれて,ブ ラウンシュヴァイクで暮 らす,

生粋のブラウンシュヴァイク人です。 クロイツ通 りKreu2straβeで 生 まれ ま

したが,通 りの番号はもう覚えていません。

この最初のクロイツ通 りの住居は,普 通の3部 屋の住居でした。台所 もあ

りました。 トイレはまだ中庭 にありました。地下室 もあ りました。屋根裏の

物干場 はありませんで した。住居の中には廊下はあ りませんでした。バス ・

ルームもありませんで した。 とはいえ,贅 沢な住居でした。私の姉 と兄の2

人は,父 の戦死後 は,よ そにあずけられましたか ら,こ の家には住 んでいま

せんでした。私 より2歳 上の姉 は,父 の戦死 と同時に母方の祖父に引き取 ら

れたのです。1917年 までは,私 たち兄弟姉妹は,み な一緒に暮 らしていまし

た。1917年 までは両親 と子供5人 の7人 が,こ こで暮 らしていたのです。そ

れが,1917年 には姉が母方の祖父のもとに行ってしまいました。父方の祖父

母 もここに住んでいたのですが,も うその当時は亡 くなっていました。私の

一番上の兄 は1906年 生 まれです。彼 は学校か ら田舎 に送 られて,『カルフェル

デの辺 りの農家に行ったので,こ の兄 ももう家にはいませんで した。だから,

子供3入 と母の4人 で,こ の住居に住んでいました。この家には母子4人 で

住んでいて,他 人 も親戚 も一緒 に住んではいませんでした。

私が子供の頃のことで,ま だよく覚えていることが一つあります。この家

で,小 さな居間から寝部屋へ行 く境には,ド アはな くて,カ ーテンがありま

した。 このカーテンを上にあげて通 り,ま た下へ戻すのです。朝,母 が仕事

へ行って,ほ かの兄弟たちは学校へ行 きました。それで私はまだベ ッ トにい

ました。そうしたら,こ のカーテン伝いにネズ ミが上 に走ってい くではあり

ま せんか。私は家中に響 きわたるほどの大声で叫びました。「カイムスKeims

の家のおばさん,僕 をここか ら連れていって,こ こにネズ ミがいるよ」とね。

そうしたら,彼 女が 「坊や,鍵 を持 ってないのよ」と言 うではありませんか。

この時から,私 はもうたった一人で家にいることができな くなりました。私
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が5歳 の時のことです。それで母は私 を仕事場に連れて行 くことになりまし

た。母の仕事場では,私 は何時間 も一人で石で遊んでいました。昔はおもちゃ

など何 もなかったのですが,家 の中にいるよりはよかったのです。

このクロイツ通 りの家には1919年 まで住んでいました。ちょうど戦争が終

わった ところでした。1919年 には戦争は終わっていたのです。私の父が戦死

した時,私 たちの大家はちっぽけな商売をしていたのですが,そ の店を口実

に私たちを追い出したのです。

それで,私 たちは,飛 行場 に移ったのです。バ ラックの住居でした。プロ

イツェムBroideemの 飛行場です。私たちは1年 間弱,そ このバ ラックに住み

ました。 この住居は,い わば飛行場の敷地内にあ りました。実際,バ ラック

のような家で,住 所 も 「飛行場プロイツェム」だけで,通 りの名前 も番地 も

ありませんでした。 ここに1919年 か ら20年 まで約1年 間住みました。この

家は,木 でできたバラックで,平 屋でしたが,地 下がありました。そして外

側 はタールの屋根葺き用の資材で覆われていました。 この家での最初で最後

の冬 は,と ても厳しい冬 を過ごしたものです。暖をとるために燃やす物がな

かったのです。だか ら,家 の壁板をはがして燃やした ものです。他に燃やす

物がなかったのです。 もう上の方からも雨で漏 るところができました。雨が

強 く降ると,私 たちは家の中で雨傘 を広げなければなりませんで した。屋根

に隙間があったので,雨 漏 りが したのです。 このバラック建ての家の住居が

どの くらいの大 きさだったかなどは,ぜ んぜん覚えていませんが,普 通の寝

室 と普通の居間に台所 もあ りました。だか ら,2部 屋 と台所付 きの住居 と言

えます。 トイレは中庭にあ りました。た くさんのバラックの長屋が一列 に立

ち並んでいました。長屋の中には何家族かが入っていて,そ んなバラックが

4～5棟,建 っていました。 ここには子供はそんなに多 くはいなかった と思

いますが,ど んな人たちがここに住んでいたのかは,わ か りません。しかし,

あの町はずれは,す ばらしかったです。私たちはいつ も飛行場や格納庫の中

で遊 んでいました。昔 は人がプロペ ラを手で回転 させて,そ れでプロペラ機
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が動き始めるのですが,私 たちはその飛行機の後ろに立って見ていました。

それに昔 は羊の大 きな群れが来たものです。この飛行場 は戦争が勃発するま

では,あ るいは戦争勃発の少 し前 までだったのか もしれませんが,民 間のも

ので した。いずれにしても,30年 代 にナチが実権 を握って,こ の飛行場が国

に召 し上げられたってわけです。つまり,こ こに一種の工場を造 ったのです。

そしていろいろな付属施設 もできて,戦 争が終わるまでその状態が続 きまし

た。戦後は,し ばらくの間は,ま た兵舎ができるまで,そ のまま操業停止し

ていました。今は,ふ たたびが らん どうです。しか し,ナ チが台頭するまで

は民間のもので した。今はもう当時のバラックはありません。あのバ ラック

はす ぐに取 り壊 されたのです。 しかし,あ のバラックにも地下室はあ りまし

た。姉 と長兄が家を出てい ましたか ら,こ のバラックの住居には,私 の家族

4人 で住んでいました。 この住居 は,他 の家族の住居からは独立 していて,

ここに私の家族だけで暮 らしていたのです。この私たちの住居の中には,廊

下はありませんで した。

その後,私 たちはまたクロイツ通 りに移ったのです。同じクロイツ通 りで

も,以 前 と同じ家ではあ りません。番地 は覚えていますよ,86番 の家でした。

1920年 にクロイツ通 り86番 に引っ越 したわけです。つまり,3つ 目の住居の

クロイツ通 り86番 です。1920年 か ら私 は結婚する1939年 まで ここに住んで

いました。母 は1953年 に亡 くなるまで,こ こに住んでいました。

この住居の中には後か ら廊下がつ くられました。 この廊下は,多 分,入 居

後10年 くらいたってからつ くられ ました。地下 もあ りました。トイレは階段

室で したが,私 たちの住居 と同じ平面上の階段室にあ りました。下の階 と私

たちの階の中間の平面上ではあ りません。バス・ルームなんてとんでもない,

もちろんあ りませんでした。台所 はありましたが,納 戸 もあ りませんでした。

家を出ていた姉 と兄 は,も う家 に戻って来ることはあ りませんでした。 もう

一人の姉 は14歳 の時に,昔 のいわゆる女中奉公に出ましたから,家 を出てい

ました。だか ら,そ の後,こ の住居では,4歳 上の兄,母,継 父と私の4人
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で暮 らしました。 ここには,部 屋 の また貸 し もしてい ませ んで した し,祖 父

等 も住 んで お らず,私 の家族 だ けで住 んでい ま した。

その後 に,私 は結婚 して,1939年 か らは,マ ッシェu一 デMascherodeの

住 居 に引 っ越 し,そ こでち ょう ど1年 間,1940年 まで暮 らし ました。そ して

1940年 に 現 在 の住 居 に越 して きた の で す。つ ま り,ク ロ イ ツ カ ンプ通 り

KreuekamPstraBe24tsに1940年 に越 して きた のです。この家 は,新 し く建 て

られ た家 で した。

5.労 働者居住地域の様相

「ニ ッケル ンクル ク」`Nicfeelnkzalfe'「 マ ウワー ン通 り」`Mazaernstraβe'「 ノ

イエ ・ク ノッヘ ンハ ウアー通 り」`.飽 鰐Knochenhazaerstraβe'な どの通 りは

知 ってい ます。極端 に言 う と,す ばら しい通 りで した。昔 は,「 ニ ッケル ンク

ル ク,ク リン トKlint,ヴ ェ ルダー17Verderは ドイツ を堕 落 させ る一一tsの困 り

者だ」 とい うのが,こ の地域 につい てのお定 ま りの文句 で した。 もち ろん,

こ の地域 の住人が そ う言 った ので はな く,他 の地域 の住 民が そ う言 っていた

のです。

ナ チスが政権 を取 った ときに,ナ チスが この辺 りへや って来 て,通 りの明

か りをすべて消 して しまい ました。

J夫 人:こ こら辺 は,大 部分が労働 者 の居住 地域で,赤 い労働者街 だ った の

です。赤 です。ムーケルMukel,ニ ッケル ンクル ク,マ ウワー ン通 りです。

当時,つ ま り1933年 以 前 は,誰 も党 に入 る勇気 な どあ りませんで した。戦後

は,違 い ましたが。

し か し,ラ ン ゲ 通 りLangestraβe,ベ ッ ケ ン ヴ ェル カ ー通 り

Beckenwerkerstraβe,ヴ ェーバ ー ン通 りM7ebernstraβe,ニ ッ ケル ンクル クな

どの家々 は,ま だ家 の中 に南京虫 がい るよ うな,本 当 に古 い家 ぼか りで した。

後 に,こ れ らの家々 は修復 され て,近 代化 され ま したが,と にか くそ こに は,

本 当 に貧 乏人の 中で も一番 の貧 乏人が住 んでいた のです。ラ ンゲ通 りな どは,
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ほとんどがそうだったけれ ど,ど の家 もみんな天井が低 く,斜 めに傾いてい

ました。

6.学 校生活

私は6歳 で,ま ず,ホ ーエシュティーク通 りHohenstiegstraBeの 小学校 に

入学し,1923年 に飛行場か ら引っ越 したので,ビ ュルガー通 りBtirgerstraBe

の高等小学校 に転校 し,1928年 に卒業 しました。ぜんぶで8年 間,学 校 に通

い,そ の後,ビ ュッシング社で旋盤工の職業教育 を受けました。 この職業教

育 を1932年 までの4年 間受けました。

私 は,飛行場の家から徒歩でホーエンシュティークの学校に通いましたが,

まだよく覚えているのですが,当 時 は,あ の木靴でした。粗末 な皮が木の底

の前側 と上側 についているものでした。それにすばらしい体操用の靴 ももっ

ていましたが,こ れはボール紙でつ くられたものでした。ある日,ホ ーエン

シュティークからの帰 り道にものすごい雨が降 りましたが,ま だ当時は雨宿

りする所などはありませんでした。そうするうちに私の木靴の前側の革ひも

だけが残って,ぱ たん,ぱ たんと教科書をみんな泥の中に落 としてしまった

ことを覚えています。

私 は,学 校で叩かれた り,殴 られることは,ご くまれにしかありませんで

した。昔は,図 工 の教師がいつ も物差 しで叩いたし,音 楽の教師 もバイオ リ

ンの弓で生徒 を叩いた と私の妻が話 していましたが,時 々でした。いつも引っ

越 しをしていた,悪 ガキがいたのですが,授 業をサボっていて,叩 かれてい

ました。私は二つの学校に通いましたが,ど ちらでもお仕置 きをされたこと

はあ りませんでした。2,3人 の悪ガキの子供たちの間ではいっもケンカな

どをしてい ましたが,特 に困った問題が起 こったことはありませんで した。

学校で起 こったいたず らの思い出というと,後 に煉瓦工になった奴がいまし

たが,こ いっがまった く乱暴な男でした。地理の授業の時に,掛 けてあった

地図のロール を下の方に引きおろして,そ れから教室の中を行進して歩いた
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のです。そこで教師が 「坐 りなさい。練習問題をするか ら」 と言うと,坐 る

けど練習問題はしないよ。僕 はどうせ5の 成績なのだか ら」なんて ことを言

うのです。

その他に,職 業学校でのおもしろいエピソー ドもい くつかあ ります。今で

もまだあると思いますが,臭 い爆弾 というのがありました。教師が,い っも

とても暴力的だったので,私 たちは彼が好 きではあ りませんでした。ある奴

が,い くつかの臭い爆弾を持 ってきて,書 き物机の下 に置きました。臭いの

です。休み時間が終わって,教 師がやって来ました。窓をすべて開けさせて,

教室 を出て行ってしまいました。20分 後に又,教 室にやって来 ました。又,

出て行 ってしまいました。まあ,い ずれにして も,そ れで授業 をせずに45分

は稼いだのです。そこで「やったぜ,う まく先生を追い出したぜ。45分 間も。

まだ練習問題をさせるか どうか見てみよう」 と私たちは言い合いました。教

師が どうしたかというと,窓 を閉めて,1時 に終わると思っていたのですが,

彼は「さて,45分 問ゐ遅れをこれか ら取 り戻すよ」と言ったのです。だから,

その後 は,も う誰 も同 じいたずらはしませんで した。そうすることで,そ の

教師は,そ の後は静かに授業ができたというわけです。

J夫 人:私 たちはいろいろな糸 くずを集めました。昔 は,い つも手芸の女性

教師がいた ものですが,私 たちの学校には,本 当に典型的なオール ドミスの,

歳をとった女性教師がいました。一人の生徒が,そ っと彼女の後 ろに近寄っ

ていって,ス カー トの下の方 に糸 くずを付 けたのです。長いスカー トをはい

ていたのです。「まあ,誰 が こんなことしたの?誰 もしなかったっていう

の?そ う!」 みんなが疑わしかったのです。私はその年,成 績表に3を 付

けられました。それで私は家で,お 尻 をこっぴどくひっぱたかれた ものです。

しか し,彼 女にもっ とも疑われた子は,4を 付けられました。成績 について

は,ど うにもできませんでした。犯人は見っけられませんで した。学科担任

教師が成績表に悪い点を付 けても,親 はこれに対 して何 もできません。私は

3を 付 けられたけど,本 当にやった生徒 は成績のよい子で,教 師はその子が

やったとは思わなかったのです。彼女は,と うとう犯人 を見つけることはで
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きませ んで した。

7.子 供時代の労働 と遊び

私は,子 供時代に,一 度 として金稼ぎのために働いたことはあ りません。

家事の手伝いで,買 い物のお使いに出るくらいはしました。「雑貨屋に行って

お くれ」とか,「朝 ご飯用に肉屋へ行ってお くれ」とか母が言うと,私 は走っ

てお使いに行 きました。

その他には,皿 洗いをして,母 の手伝いをしました。私は末っ子で したか

ら。買い物のお使いに初めて出たのは,1920年 に引っ越して,28年 に見習い

修行 に出たのですから,1926年 だった と思います。その時は,ま ず母 と一緒

に,買 い物 に行きました。皿洗いの手伝いは,私 が学校 を卒業 してか らです

から,1928年 から始めました。それ以前は,母 が まだ仕事をしていたので,

「そのままにしておいて。僕が洗 うから」と言って,時 々は手伝った りもして

いました。家事仕事 を主にしていたのは,母 でした。

子供時代 に自由に使 えた時間は,他 の子供 より多かった というよりは,よ

その家の子供たちと同じくらいでした。学校がありましたし,学 校の宿題 も

あ りました。だか ら,自 由になる遊び時間が少ないと感 じた ことはありませ

んでした。外に出て遊ぶ ときは,昔 は道路で遊んだものです。クロイツ通 り

に住 んでいた ときは,中 庭で遊びました。中庭の後 ろ側に大家が住んでいて,

私たちがあまりに騒動 をお こすので,彼 に脅 されて追い払われた りもしまし

た。追い出されると道路 に行って遊びました。公園などの遊び場所 は近 くに

あ りませんでした。

私の住んでいた家 には中年の夫婦者が住んでいて,私 たちが家の中 どころ

か,近 くで遊 んでいて も,彼 らはとても神経質だったのです。昔は子供たち

はいつも通 りで遊んだものです。通 りでは,ラ ウンダーズ(野 球 に似たゲー

ム)Schlagろallや 「壁のそぼに立 っていろ」`StandanderWand',「 ミュラー,
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水 はどの くらい深 い,僕 た ちは水 の中 を渡 って行 くよ」`M劒67wietiefisl

dasWasser,wirgehendurch'な どの遊び を しました。 そ して私た ちが大騒

ぎをす る と,大 家が棒 を持 って出て きたので す。

飛行場に住んでいた ときは,当 時 はまだ今のようにうるさ く言われなかっ

たので,飛 行機が並んでいる時や,飛 行機が出て行 った直後の格納庫の中を

見た りしました。あるいは,ち ょうど羊飼いが羊 をそこら辺 に放 している時

に,羊 飼いを訪ねた りしました。そこら辺は,草 が生えていて,羊 はいつも

そこで草を食べていたのです。その草 を食べ るために,羊 の群れがいつも放

されていたのです。遊んでいた相手 は,い つ も近所 の家の子供や学校が一緒

の子供たちでした。その内の一人 とはまだ今 も付 き合っていますが,彼 は,

ここの リンクRingに 住んでいます。親戚 に子供 はいませんでしたか ら,親戚

の子供たちとはここで一緒 に遊んでいません。

その後に引っ越 したクロイツ通 り86番,今 はマ リーエン通 りMrienstraBe

と呼ぼれていますが,当 時からそうでしたが,こ こからフェル トマルク」磁砿

markへ 続いていました。 このマ リーエン通 り7番 の左側だけが,宅 地でし

た。その向かい側 はアスパ ラガス畑でした。 ここで,思 う存分に暴れ回った

ものです。

クロイツ通 り86番 に越 したとき,私 はすでに1年 間,学 校 に通っていまし

た。 このころには,も う通 りでは遊んでいませんでしたが,ア スパラガス畑

を荒 らしたので,空 気銃で脅 されたことがありました。それで,そ の後 は,

その上の方に素敵な藪があったのですが,そ こで木の上に砦 を造 りました。

そこには果樹園もあったのですが,私 たちは垣根 を越 えて,木 に登 り,り ん

ごや梨を盗ってきました。 もう,こ のころには通 りでは遊びませんでした。
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8.親 子関係

子供の時に両親 と個人的な問題にっいて,話 し合 った ことはありません。

母 ともそんな個人的な事について話 したことは,ま った くありませんし,継

父 とも一度 として謳いなどはありませんでした。私が生意気なことを言った

りして,ち ょっとビンタを張られるということさえあ りませんでした。母 も

私を叩いた りしたことはありませんでした。 どうしてか というと,母 はお茶

会などに行 って くると,も う疲れてしまっていたからです。信 じられないか

もしれないけれど,何 があって も,本 当にそうだったのです。母が,た だ怒

鳴るだけで片が付いたのです。母が私を怒鳴 り散 らす と,私 はさっと逃げま

した。母 はただもう疲れていたのです。一度だけですが,尻 を数回,こ っぴ

どく叩かれた ことがあります。それは,私 がクラス担任の先生 を怒 らせたと

きで した。それ以後 は,両 親から叩かれたことはあ りません。

両親の家ではお金が足 りないなどということにっいては,子 供のいるとこ

ろで話 しをしていました。大 きな物を買うときにお金の話をしていました。

子供たちがその場にいると,子 供たちも話しの中に入 りました。私は末っ子

なので,大 体は私がその場にいました。他の兄姉は,私 の記憶する限 り,そ

の場にいませんでした。大 きくなってからというわけではなく,小 さいとき

か らそうでした。買い物に行 く時 とか,継 父か らお金をもらわなければなら

ない時に,そ ういう話になったものです。

9.結 婚

私たちは,1938年 にスポーツ協会で知 り合い,妻 が23歳 の時ですが,1939

年12月9日 に結婚 しました。結婚前 に半年ほどの婚約期間がありました。私

たちはスポーツ協会で,も う長い こと知 り合っていましたが,1939年6月 か

ら12月 までの半年間,婚 約 していたわけです。婚約を申し込んだのは,私 で
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した。結婚 しようと強 く働 きかけたのも私でした。私 は一度 しか結婚 してい

ませんし,妻 以外の他の刻 生と婚約 したこともありません。妻の名前はリー

ゼロッテLieselotte,旧 姓はノヴァッキIVowackiで す。妻 も1916年6月18日

にブラウンシュヴァイクで生 まれました。そして,ブ ラウンシュヴァイクで

結婚 した というわけです。私たちは,教 会では結婚式 をしていません。妻 も

結婚 した時には教会か ら脱退 してい ました。

結婚前の妻は,昼 間の学校に通っていましたが,そ の後,フ ォイク トレン

ダー社Firmay∂ 移伽4θ7に 安 い賃金で工場労働者 として働 きに行 きまし

た。結婚 した時には,私 には良い稼ぎがあ りましたので,結 婚後,妻 は働 き

ませんでした。妻は1932年 に働き始めて,1939年 に仕事をやめました。だか

ら,フ ォイク トレンダー社で7年 間,働 いていた ことにな ります。1932年 以

前は,彼 女は家政学校に通っていましたが,仕 事にはつかずに,こ の学校に

通っているだけでした。彼女 は,さ らに上の学校に行 きたかったのですが,

家の事情であきらめたのです。家には4人 の子供がいて,彼 女の父親は鉄道

の公務員でしたから,当 時はそんなにた くさんの金 を稼げなかったのです。

そこで彼女は 「私が働 くわ」 と言ったわけです。妻の母親は専業主婦で,一

度 として働 いたことはありませんで した。アスパラガスの皮むきなどの臨時

雇いの仕事などもした ことはあ りませんでした。 ここブラウンシュヴァイク

では,ふ つ うは,奥 さんたちが,季 節 によって臨時雇いの仕事 をした もので

すが,彼 女はまった くそんな仕事 もしたことはなかったのです。妻は結婚 し

た当時,ヤ ーン通 り16番 の両親の家に住んでいました。

結婚後に,一 時,両 親の家に住み,そ の後,マ ッシェローデに住居を借 り

て,独 立して住みました。両i親や義理の両親が所有する住居ではなく,大 家

に家賃 を払っていました。

私たちには息子が一人います。マンフレッ ト1吻ψ 魔 という名前で,1940

年4月7日 にブラウンシュヴァイクで誕生 しました。妻は死産 も流産 もして
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いません。マンフレットは普通の学校に通い,そ の後,機 械組み立ての学校

に行かせ ました。彼 はそこで機械組み立てを学び,そ の後 に電気を学び,さ

らに短期の専門学校教育を受けました。今は,ブ ラウンシュヴァイクのジー

メンス社Siemensで 官庁関係課長です。私は彼に 「お前 はまず下から叩きあ

げて,手 仕事が どんなものかおぼえるのだよ。」と言って,学 校に送 り出した

ものです。

10.性 ・避 妊 ・妊 娠 中 絶

〈性〉

性については,堅 信礼の時か何かの折 りに一度,母 が部分的にですが,子

供が どうしてできるかとか,男 女が一緒に暮 らす ということについて話して

くれました。私が12,3歳 の頃のことです。その時,母 が肋膜炎になり,誰

かが湿布をしてあげなければなりませんでした。しか し,家 には私一人しか

いなかったので,母 が,「坊や,湿 布 をしておくれ」と言ったのですが,そ れ

がきっかけで性に関する話をして くれました。部分的にというのは,つ まり,

最初は母に,そ れから堅信礼用の授業で説明を受けたということです。

〈避妊〉

性 については少 しずつ知識を得 ましたが,前 に話 したように堅信礼の授業

で教わ りました。 しかし,避 妊 にっいては教わ りませんでした。その後,友

人たちや本な どで知ったのです。男の友人たちです。私たちの頃は,女 の子

たちとはそうい うことは話 しませんでした。今は,学 校 も共学だし,め ちゃ

くちゃですけれ どもね。避妊について知ったのは,学 校 を出てからです。

母 と継父は子供 をつ くりませんでしたが,私 は両親の避妊方法については

知 りません。 どういう風 にして避妊していたのかは本当に知 りません。その

ことについて話 しはしませんでした。 この種類のことは,家 ではまった く何

も話されなかったのです。母が私に性教育 をしたにもかかわ らず,ぜ んぜん
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話 されなかったのです。どんな避妊具があるなどということも話されません

でした。

〈妊娠中絶>

1930年 以前に,近 所で中絶があったな どというような事 を聞いた ことはあ

りません。

J夫 人:私 たちの時代には,そ ういった ことはまだ 「流行」 していませんで

した。そういうようなことは,何 かの機会に知るのですが,直 接,世 間に知

られることはあ りませんでした。私が知っているのは,昔,ド クター ・ヴィ

レDr.呪 物 という人がいて,彼 は,す でに4,5人 の子供のいる女性 を助

けていた ということです。彼は本当の労働者の味方の医者だったのです。彼

はブラウンシュヴァイクにいました。

それか らブライマンBreymannさ んもいました。私たちの家 にも,す でに

4人 の子供がいたのですが 「もう産 まない方が よいでしょう。私が手術 をし

ましょう。」ということでした。彼女は女医で,本 当の労働者の味方の医者で

した。お金を持っている人たちには,そ んなことは不要で したよ。

私はまだ覚えているのですが,あ の頃,し か も彼女が家に来て,ほ とんど

の場合が家でやったのです。「がっしりとした机 を!」 と彼女が言いました。

掻爬するためにですよ。そうこうしている間に終わりました。私が12歳 の時

でした。子供はいつで も好奇心が強いものですから,「あっちへ行 きなさい!」

と言われて も,何 とか見 ようとするのですよ。のぞき見 していたのが見つかっ

て,ビ ンタを食 らいました。そして,「 よその人 に言っちゃあいけないよ。」

と言われました。

ここのノルテさんNolteは 有名でした。彼は婦人科医でしたが,何 度か監獄

にぶち込 まれました。ノルテという名前でした。彼 はまだ生きていると思い

ます。彼 もブラウンシュヴァイク人です。彼は何度 も中絶のために刑務所に

入っていたのです。
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11.職 業 生活

私 は,1928年 に高等小学校 を卒業 して,ビ ュッシング社で旋盤工の職業教

育を受 けました。 この職業教育 を1932年 までの4年 間,受 けました。私は,

1932年 に半年間,失 業 していました。1932年 は,大 失業の年でした。4月 か

ら8月 末 まで,失 業 していたのです。失業中は失業手当を受けていました。

半年だけでしたし,問 題はあ りませんでした。私はち ょうど境界線上にいた

ので,失 業手当の申請書を出さなけれぼな りませんでした。最初 は手当を出

さないということだったか らです。

私の父 は,1917年 に戦死 しました。それで母 は19年 に再婚 しました。子供

は5人 いて,私 は末 っ子だったので,失 業手当を拒否 されたのです。それで

私は,い つか ら継父にその継息子を養 う義務が生 じたのか ということを書い

て,申 請書を出したのです。そうすると,手 当が出され るようになりました。

そして,ま もな くビュッシング社でふたたび仕事 を始めることになりました。

当時は,そ れは大変な名誉でした。あの大 きな工場で,当 時はたったの840人

しかいなかったのですか ら。そこで私は 「けしか らぬことだ。独身者が働い

ていて,3人 も子供のいる妻帯者が家にひきこもっていなけれぼな らないな

んて」 というような意地悪を言われた ものです。「本当に気の毒なことだが,

私は家族や年よりたちの ことを考慮する事 はできないのだよ。 ここの限 られ

た数の人員配置の中で,何 でもできて,私 が頼 りにできる者が必要なのだ。」

とマイスターが言いました よ。しか も,会 社か ら学校 に通わせてもらったの

ですか らねえ。"

12.宗 教 ・政 党 ・労働組合 ・帰属意識

〈宗教〉

堅信礼 は1928年3月28日 に受けました。私の兄姉たち もみな堅信礼を受

けています。
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〈政党〉

両親の家では政治について議論などはしませんでした。ぜんぜん話 しませ

んでした。

両親の家では新聞を2種 類,購 読していました。ひ とつは,『ブラウンシュ

ヴァイガー・アルゲマイナー』`BraunschweigerAllgemeiner',そ れに 『フォ

ルクスフロイント』`%焼ψ 臨厩'で すが,こ れは継父が読みたがったのです。

継父 は 『フォルクスフロイント』を好んで読みました。 これは城 の近 くで印

刷 されていました。実際には,党 の機関誌で した。SPDの です。彼は一度 と

して社民党に入っていたことはないにもかかわらずです。私 も両親の家では,

1930年 まで 『フォルクスフロイント』を読んでいました。

両親が特にどんな人物を評価していたかにっいては知 りませんし,私 自身

も特 に評価する人物はいませんで した。私は政党に属 したことはあ りません。

社会民主党SPDに も属したことはありません。

〈労働組合 〉

私 は ドイツ金属 労 働 者 同盟DezatscherMetallarbeider-Verbandに 属 して

い ました。1928年 に加 入 し,33年 まで いたのですが,禁 止 になったので す。

その後,戦 後 に また金属産 業労働組合IG-Metallに 加 入 しました。

金属 労働者 同盟 に加入 した理 由は単純 で,正 直 言 って,ビ ュッシ ングの工

場 で は全員が加 入 していたか らです。それ に当時 は,労 働 運動 は盛 んで した。

つ ま り 「おお っ,お まえ も加入 で きる よ」と言われ て,「 そ うだ ろ うとも,加

入 で きない理 由 はないよ」 とい う風 に話 が進 み ました。私 の父か らの影 響 は

あ りませ んで した。母 か らはそんな影響 なんて ことは期待 で き ませんで した。

その うちにナチが実権 を握 って,み んなを押 さえつ け始 めた のです。ナチ

が 労働戦 線 を創 設 す る前 の移行 期 には,ナ チ がNSBO(:Nationalso2ialis-

tischeBetrieろs2ellenorganisation国 家 社 会 主 義 企 業 細 胞 組 織 の 略 称 。

NSDAPIVationalsozialistischeDeutshceArbeiterPαrtei国 家 社会主義 ドィ ッ

労働 者党 の企 業内組織 で,1933年 月2日 に ヒッ トラー に禁 止 され た 自由労働
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組合の代わ りに設立 された)の 同僚を送ってよこしました。その男が私の処

に来て,NSBOに 勧誘 しました。それで私は,「私はまだ君たちに回答で きな

いよ」 と答えました。家に帰って,母 と話 した ところ一 継父 とはそういう

ことについて話すことができませんでした一 母は 「そんな曖昧な言い方を

したら,あ とからイエスと言った ということになるよ」 と言いました。数 日

後になって,ま た彼が来て 「さて,よ く考 えてみたかい?」 と訊かれたので,

「考 えた とも。……おれは加入 しないよ。さあ,お れを追い出すつ もりなら,

追い出してみろよ」 と言ってやったのですが,彼 らは私を追い出しませんで

した。私たちがその後にナチの労働戦線.47ろ6飽吻o窺 に入るまでは何 もし

ませ んでした。この労働戦線に入ったの は,あ る男の同僚 の影響で した。

ビュッシング社では,事 務所 にしか女の同僚はいませんでした。製品管理部

にも女性従業員はいませんでした。

私の妻 も39年 に結婚するまでは労働組合に入 っていました。しか し,役 員

な どはしていませんでした。

J夫 人:私 は,結 婚前にヤーン通 りに長 らく住んでいましたが,あ の通 りの

家々は1912年 に建て られもので した。ヤーン通 りの家々は,住 宅組合が建て

たので,み んな住宅組合の建物でした。だから,ナ チスは住んでいませんで

した。キル ヒホープ通 りKirchhOfstraBeの 家々 も住宅組合の建物で した。

1933年 以前であって も,労 働者の間にもた くさんのナチ党員がいました。失

業 もあったか らで,ナ チの連中は,失 業者 を説得 して入党させた りしたので

す。いや,ナ チの狂信者さえもいたのです。33年 以前 もいました。本当にも

のすごい狂信者がいたのです。本当に。昔,ラ イヒスバ ンナーだったのに,

ナチの権力把握の直前に,ま った く180度 反対側に方向転回 した者がい まし

た。

た とえば,私 の父は鉄道で働 いていたのですが,彼 は古手のSPD党 員 とし

て知 られていました。そこに,ブ リュニングの緊急命令がでたのです。それ

はつまり,「公務員たちよ,お 前たちは自由意志によって寄付をしなければな

らない」ということで した。冬季援護団体などに寄付をしろとい うことです。
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そこで父は,「私自身,4人 の子供がいます」と言いました。ブリュニングの

緊急命令 といった ところで,私 は失業 していましたし,長 兄 も失業 していま

した。それに私たちの家にはまだ幼い弟妹がいました。「そうかね。しかし,

君 はSPDに は毎月,党 費 を払っているじゃないか」 と父の上司が言いまし

た。そこで,「私が払 った党費 は30ペ ニヒばかりです。私が持 っている金を

数 えてみてください」 と父が言っても,し つこく寄付を迫 られたのです。父

が役所 などに行かなくてはならない時など,本 当にしっ こく嫌がらせをされ

たものです。

〈帰属意識〉

正直言って,私 はいつも上を目指 して努力 していました。だか ら,学 校 に

も行 ったのです。社会的にもう少 し上 に昇ろう,最 下層のグループにだけは

なるまい と思っていました。いっ もそういう意識で生きてきたのです。機械

組立工 になるまでに,旋 盤工 として一生懸命に働 きました。 そこでまず機械

調整者 になり,そ の後は職長になりましたが,さ らに機械組み立ての教育 を

受 けました。私 はいつ も上 を目指す人間だったのです。

1930年 代に私が社会的に属 していた階層は,中 産階級です。労働者階級で

はあ りません。

13.祝 い 事 ・余 暇

〈祝 い事 〉

祝 い事 といえぼ,誕 生 日です。 それ にク リスマスや復活祭 に,聖 霊 降臨祭

も祝 い ました。両親 の誕生 日 もお祝 い しました。祝 い事 で一番 嬉 しかったの

は,ク リスマスで した。祝 い事 とい えば,そ れだ けです。

大晦 日には,両 親 は遊 び に外出 しました。 しか し,元 日は家 にいま した。

5月1日 のメーデー・・一・には,テ ィンマ ラー アー ・ブ ッシュTimmerlaherBZtsch

で催 された お祭 りに も行 きました。他 の政党 のお祭 りに は行 き ませんで した。
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少し大 きくなって,青 年期には,ク リスマスにはいつ も旅行 をしました。聖

夜には両親のために家にいましたが,そ の時には汽車の切符 をポケットに

持 っていて,翌 日の早朝 には出発 していました。私はいつもクリスマスから

新年にかけては働かな くて も良かったので,新 年まで時間があったのです。

その時によって,ド レスデンDresdenと か,何 処かに行っていました。いつ

もクリスマスと新年の間に旅行 したものです。それは,い わぼ,夏 の休暇の

後の2度 目の休暇でした。

〈余暇〉

両親は,い わゆるクラブに入っていました。彼 らは,い つもあちこちのク

ラブに行っていました。母は,水 曜 日には定期的に,昔 は,お 茶の会 と言っ

ていましたが,多 分,そ んな会に行 っていたようです。仲間の奥さん方が集

まって,コ ーヒーを飲んでいたのです。私の家 にも彼女のお茶仲間の婦人た

ちがやって来 ました。いつも回 り持ちで,そ れぞれの家で集 まって,お 茶 を

していたのです。当時,4人 か5人,仲 間の奥 さんたちがいて,今 週 はこち

らの家で,次 の週 はあちらの家で集 まるという風でした。彼女たちは,も ち

ろん,自 分で焼いたケーキを持ち寄って,当 番の家ではコーヒーを提供する

だけとい う風でした。週のちょうど真 ん中の日にこの集 まりがあって,そ の

他の週 日には仕事 をしていました。そして,日 曜日にも,こ のクラブの集 ま

りがあ りました。このクラブ というのは,知 人などが集まってできた もので

した。日曜 日毎 に,あ る晩は私たちの家,そ れから次はあちらの家,そ して

又,あ ち らの家 と順繰 りに回って集 まっていたのです。 これらの知人たちは

ブラウンシュヴァイク中に散 らぼって,住 んでいました。母 と継父が結婚 し

て,初 めの頃 は,継 父は,い つ も一緒 にこのクラブに出ていたのですが,そ

のうちに継父 は金曜日毎 に定期的にスカー ト(3人 でする トランプゲーム)

をしに出かけるようにな りました。

1928年 頃のことだった と思います。私が学校か ら帰 る頃には,彼 らはもう

居酒屋で集 まっていたものです。当時,足 場の組立をやっていたシュ トゥー
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ビッヒさんS鋤 忽 や肉屋のプラッゲさんPlaggeな どです。今ではみんな亡

くなってしまいましたが,毎週金曜 日の晩にスカー トをする仲間たちでした。

彼 らは,居 酒屋でスカー トをしていたのです。

両親のクラブやお茶の会の仲間たちは,職 場の同僚ではな く,み んな友人

や知人関係でした。友人の誰かがその友人を連れてきて,そ の人が仲間に加

わった という風で,輪 がだんだん大 きくなったものです。

ツェラー通 りCellerstraBeの ツェラー ・エッケ ℃ellerEcke'へ よく行って

いましたが,こ れは普通の居酒屋でした。一度,私 も両親 とそ こへ行 きまし

た。他にも一度,昔,両 親 と一緒に 「ダンネス・ホテル」`D侃 ηお1ヲ碗1'と

呼ぼれていたところへ行って,も のすごい食事 をご馳走になった ことがあ り

ます。これは,軍 人協会のレス トランです。継父 は軍人協会の会員ではなかっ

たのですが,そ この誰かを知 っていたので,招 待 されて,私 も一緒に連れて

行ってもらったのです。他 には両親がどんな所へ行 っていたのかは,わ か り

ません。継父が週 日の晩や,金 曜日毎に他 にどこでスカー トをしていたのは,

わか りませんが,彼 らが,日 曜日に私の家の庭でスカー トをしていたことを

覚えています。

私 の両親 に余 暇が少 なか った とは思い ませ ん。 私 は両親 と一緒 に,時 々,

遠 足 にも行 きました。私た ちが行 った所 は,一 度 はハル ツ地 方Harε に,そ れ

に郊外 の クヴェルマー ・ホル ツQuerumerHolzに も行 きました。昔 は,そ こ

も今 とはまった く違 ってい ました。私 た ちの住 んで いた クロイ ツ通 りの近 く

に,テ ィンマラーアー ・ブ ッシュ とい う林が あったので すが,そ こには5月

1日 のメー デーの 日だ けで したが,行 きました。 昔 は,メ ーデーの 日のお祭

りに は,ビ ール瓶 を持 って行 きま した。肉屋が い ろいろな物 を挟 んだパ ンを

売 りにきてい ました。 それ にお い しい肉団子 を挟 んだパ ン もあ りま した よ。

その他 に も何 やかや と売 りたい物 を持 って きてい ました。子供 た ちは,炭 酸

飲料 水 な どを買 って もらい ました。 それか ら,私 た ちは一度,ゾ フ ィーエ ン

タルSoPhientalに 蒸 気 船 に乗 って行 った ことが あ ります。 この蒸気船 は 「ブ
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ルノニア」`Brunonia'と いう名前で した。この蒸気船 はビュルガーパーク(市

民公園)磁 ㎎吻 α娩 から出発 しました。 この蒸気船が ビュルガーパークに

入って くると,そ こに船着き場があ ります。私たちはよ くそこに行ったもの

です。 この蒸気船はいつも鉄道のプールのそばを通 りました。そうす ると,

泳いでいる人がいるので,何 度 もベルを鳴 らしました。ある晴れた 日に 「ブ

ル トニア」が沈没 しました。そして圧巻なのが,翌 日の新聞記事です。つま

り 「豪胆な船長の処置で乗組員は助かった」 というものですが,何 が起 こっ

たか とい うと,蒸 気船には,昔,小 さな火焚 き窯があったのですが,こ れが

爆発したのです。それで,客 や乗組員が右 に左にと川 に飛び込んだのですが,

膝小僧の深 さしかない河に飛び込んだのですよ。滑稽です よね。「豪胆な船長

の処置で乗組員は助かった」ですからねえ。

両親は,二 人だけで遠足をしたこともあります。射撃クラブの会員たち と

一緒 に出か けた り
,又,あ る時は,ハ イデルベルクに住んでいた母の姉の と

ころに8日 間とか14日 間 も滞在しました。その時は,私 の長姉が私たち弟妹

の面倒を見なけれぼな りませんでした。

私が両親の家 を出てからは,戦 争があったので,遠 足 どころではありませ

んでした。

私が見習いだった頃は,余 暇にはスポーツ協会で活動 していました。夏に

は陸上競技をしました。それに夏には,ハ ン ドボールや ファウス トボール

Faustball(2mの 高さに張った網越 しにボールをこぶ しで打ち合 う5人 制の

球技)も しました。そして時々 は仲間 とプールで落ち合った りもしました。

それは鉄道のプールで,古 い方の駅 にありました。そこで私たち仲間は落 ち

合っていました。私たちはいつも夏中有効のパスを持っていました。仲間に

はものす ごい跳び込み選手がいました。彼 はものすご く上手だったのです。

彼 は,跳 び込みの練習 をして少年時代を過 ごしました。 しかし,私 たちは労

働者青年運動の中でスポーツをしたわけではないのです。

私は,妻 とこのスポーツ協会で知 り合いました。私の妻は,以 前 は他のス
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ポ ーツ協 会 にいたのですが,そ の協会 が もうや ってい けな くなったので,私

たちの協会 に移 って きた とい うわ けです。それ は1930年 代 の,ナ チ の時代 の

ことなので,私 たち は団結 してい ま した。 こうい う事情 か ら私 たち は知 り合

い,そ の時か ら私 た ちは一緒 なのです。

このス ポー ツ協会 は,職 人 によって創立 され た もので,当 時 は,職 人協会

HandwerkerVereinが,HVと 短 縮 して呼 ばれてい ました。 この協 会 は,ブ

ラウ ンシュヴ ァイクの,ち ょうど この私 の家 の後 ろの方角 にあ る,エ ヒテ ン

通 りEchtenstraβeに 運動場 を持 って いた のです。この協 会 に,私 は10歳 の時

か ら入 ってい ました。そ して後 に,20年 か25年 前 だ った と思 い ますが,ζ の

協会 は,TURA体 操 ・芝 スポー ツTurn-zandRasensPortとV)う 名 前 に変わ っ

た のですが,1930年 代 はず っ と職 人協会 とい う名前 で した。10年 前 の,1970

年 ま で,私 は この協会 に在籍 してい ま した。

私 は他 には演劇協会 に も合 唱協 会 に も入 って いた ことはあ りませんが,劇

場 の定期公 演 の鑑賞会 員 にはなって い ました。


